
1/24 

軽井沢町自然保護審議会 会議録 

 

１．開催日時  令和６年３月２１日（木） 

１３：３０～１４：４５ 

２．開催場所  軽井沢町役場 第３・４会議室 

３．出 席 者 

委 員：Ａ委員、Ｂ委員、Ｃ委員、Ｄ委員、Ｅ委員、Ｆ委員、 

Ｇ委員、Ｈ委員、Ｉ委員、Ｊ委員、Ｋ委員、Ｌ委員、 

Ｍ委員、Ｎ委員、Ｏ委員、Ｐ委員、Ｑ委員、Ｒ委員 

   理事者：町長、副町長 

   事務局：事務局Ａ、事務局Ｂ、事務局Ｃ、事務局Ｄ 

４．議  題  

（１） 軽井沢町自然保護対策優良事業認定部会の部会委員の選任

について 

（２） 軽井沢町環境基本計画見直し検討部会の設置について 

（３） 軽井沢町環境基本計画見直し検討部会の部会委員の選任に

ついて 

（４） 軽井沢町の自然保護対策要綱等改正検討部会の設置につい

て 

（５） 軽井沢町の自然保護対策要綱等改正検討部会の部会委員の

選任について 

（６） 軽井沢町版レッドデータブック策定検討部会の設置につい

て 

（７） 軽井沢町版レッドデータブック策定検討部会の部会委員の

選任について 

（８） その他 

５．傍聴人数  ７名 

６．議事内容  以下のとおり 

 

１．開  会  

【事務局Ａ】（●●●●●●） 

  お忙しいところご出席いただきありがとうございます。【事務局

Ａ】（●●●●●●）でございます。会議冒頭の進行を務めさせて

いただきますが、よろしくお願いいたします。 

定刻となりましたので、只今から、軽井沢町自然保護審議会を開

催いたします。 

本日は委員２０名のうち、出席者１８名でございますので、軽井
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沢町自然保護審議会条例第６条第２項の規定による定数に達して

おりますので、会議が成立いたしました。なお、【Ｓ委員】（●●

●●●●●）より欠席の連絡をいただいております。【Ｔ委員】（●

●●●●●●●）からは欠席のご連絡をいただいていないので遅れ

ていらっしゃるかと思います。 

続きまして、事務局より傍聴者及び取材希望者をご報告いたしま 

す。 

【事務局Ｂ】（●●●●●●●●） 

【事務局Ｂ】（●●●●●●●●）でございます。よろしくお願

いいたします。 

 傍聴希望者及び取材希望者の取扱いにつきましては、「軽井沢町

審議会等の委員の選任及び会議の公開に関する指針」の第５条、『会

議の公開』の規定に基づき、公開とさせていただきますのでご了承

願います。 

 なお、この自然保護審議会では「会議の公開に関する指針」が策

定される以前より、委員皆様のご理解の元、会議を公開により開催

してまいりました。しかしながら、過去の審議会では、その審議会

後に報道関係者より発言に対する考え方の説明や、自宅・勤務先に

まで来られて執拗な取材を求められ、以降の審議会で、その報道関

係者が来ている際には発言を自粛してしまったということもござ

いました。これらのご意見を受けまして、会議冒頭に傍聴者の人数

報告と、報道関係の社名報告を行うという運用をとってまいりまし

たが、この点につきましては継続とさせていただきたいと思います

ので、併せましてご了承願います。 

それでは、はじめに、本日の傍聴は６名でございます。続きまし

て報道関係者は、【報道機関Ａ】（●●●●●●）となります。 

 傍聴者の方にお願いいたします。会議の傍聴・取材にあたりまし

ては、委員各位の理解に基づき公開で行うこととしている趣旨を尊

重し、整然と傍聴いただき、委員各位の自由闊達な議論と議事進行

にご協力をお願いいたします。また、この審議会での発言の内容や

個別の情報などについて、個人情報が含まれるものや継続審議とな

るものもございますので、その取り扱いには十分ご留意願います。

もう一点、会議資料につきましては、傍聴時にご覧いただくことは

構いませんが、退室時は返却していただくようお願いいたします。

その際、カメラ等で撮影等することのないようにお願いいたします。 

【事務局Ａ】（●●●●●●） 

それでは、続きまして、【町長】（土屋 三千夫 町長）より、あ
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いさつを申し上げます。 

 

２．町長あいさつ 

 【町長】（土屋 三千夫 町長） 

  本日は、お忙しい中、軽井沢町自然保護審議会にご出席いただき、

誠にありがとうございます。また、新しい任期になりまして初めて

の自然保護審議会の開催でございますが、任期期間中、皆様には

様々な場面でご助言やご協力をお願いすることがあろうかと思い

ます。改めましてよろしくお願いいたします。 

さて、私が町長に就任しまして１年が経過いたしました。私の主

な施策として５点を掲げておりまして、自然保護に関しましては、

「自然環境の保全と再生」を掲げております。環境基本計画も自然

保護審議会の皆様のお力添えをいただき策定が完了しましたので、

今後はこの計画に基づき具体的な施策を行ってまいります。  

まず、生物多様性保全のための施策としまして、町域独自の生物

多様性や生態系の課題を把握し、絶滅の危機に瀕している生物種や

生態系を評価・分類し、今後の保全のための資料とするために、令

和７年度より『軽井沢町版レッドデータブック』の策定を計画して

おります。令和６年度中には、調査の対象とする地理的な範囲や生

物学的な調査対象種別の検討を行い、策定方針を確定させていきた

いと考えております。 

また、５０年来に渡り軽井沢町の自然保護のための礎となってい

る「自然保護対策要綱」も、今の時代に合わせ、また、軽井沢町の

今後を見据えた指導基準となるように見直しを考えております。役

場庁内には、横断的な検討委員会を設置し、現状の課題や今後予想

される課題等について、また、指導の徹底方法などについて資料の

作成も含めて検討を進めております。 

この２点につきましては、自然保護審議会の皆様のお力もお借り

して推し進めてまいりたいと考えております。 

  本日の審議会は、これらの施策に審議会の方々が関わっていただ

くための専門部会の立ち上げと、その専門部会の構成メンバーを事

前に決めていただくことが審議の中心となりますが、委員各位にお

かれましては、慎重なご審議を賜りますとともに、有意義な会とな

りますことを祈念申し上げ、あいさつとさせていただきます。  

 

３．委員紹介 

【事務局Ａ】（●●●●●●） 
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次第の次の委員の紹介に進めさせていただきたいと思います。議 

事に先立ちまして、今回、新しい任期になりまして、初会合となり

ますので、委員を資料Ⅰの名簿順に紹介させていただきます。 

まず、審議会条例第３条第２項第１号に規定の町議会議員としま  

して、 

【Ａ委員】（●●●●●●●●）、 

【Ｂ委員】（●●●●●●●●●）、 

【Ｃ委員】（●●●●●●●●●）、 

【Ｄ委員】（●●●●●●●●）、 

続きまして審議会条例第３条第２項第２号に規定の知識経験者

としまして、 

【Ｅ委員】（●●●●●●●●）、 

【Ｆ委員】（●●●●●●●●）、 

【Ｇ委員】（●●●●●●●●●）、 

【Ｈ委員】（●●●●●●●●）、 

【Ｉ委員】（●●●●●●●●●）、 

【Ｊ委員】（●●●●●●●●）、 

【Ｋ委員】（●●●●●●●）、 

【Ｌ委員】（●●●●●●●●●）、 

【Ｍ委員】（●●●●●●●●）、 

【Ｎ委員】（●●●●●●●●●）、 

続きまして審議会条例第３条第２項第３号に規定の関係官公庁

の職員としまして、 

【Ｏ委員】（●●●●●●●●）、 

【Ｐ委員】（●●●●●●●●●）、 

続きまして審議会条例第３条第２項第４号に規定の公募に応じ

た者としまして、 

【Ｑ委員】（●●●●●●●●）、 

【Ｒ委員】（●●●●●●●●）、 

以上１８名の皆様と、本日欠席の【Ｓ委員】（●●●●●●●●）

と【Ｔ委員】（●●●●●●●●）は出席予定だったのですが、ま

だお越しになっていませんが、お二人を加えまして、２０名の委員

という形になります。 

続きまして、町側のご紹介をさせていただきます。  

先程ごあいさつをさせていただきました 

【町長】（土屋 三千夫 町長）、 

【副町長】（小池 秀一 副町長）、 
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事務局になりますが、 

【事務局Ｂ】（●●●●●●●●●●●●）、 

【事務局Ｃ】（●●●●●●●●●●●） 

になります。 

二人につきましては、４月から組織改革により同じ環境課ですが

環境政策係となります。 

４月から新たなもう一つの係として自然保護対策係というもの

が決まりまして、そこの係長に就任予定の 

【事務局Ｄ】（●●●●） 

になります。 

以上となりますがよろしくお願いいたします。 

 続きまして、会長及び副会長の選任に入りたいと思います。会長

及び副会長が選任されるまでの間、議事進行を【町長】（土屋 三

千夫 町長）にお願いしたいと思います。 

 

４．会長及び副会長の選任 

【町長】（土屋 三千夫 町長） 

  それでは、議事を進行いたします。 

  ４の会長及び副会長の選任について、お願いします。  

自然保護審議会の会長及び副会長につきましては、自然保護審議

会条例第５条の規定により、委員が互選するとなっておりますので、

会長及び副会長の選任をお願いします。 

  どのようにしたら良いか、皆様にお諮りします。  

 【Ｆ委員】（●●●●●●●●） 

  今までのように、自薦、他薦を含め、立候補、推薦していただく

ことがよろしいのではないでしょうか。 

 【町長】（土屋 三千夫 町長） 

  はい、ありがとうございます。それでは、自薦、他薦を含めまし

て、立候補、推薦をお願いします。 

 【Ｅ委員】（●●●●●●●●） 

  前回、前任期で会長、副会長の【前自然保護審議会会長】（●●

●●●●●）と【前自然保護審議会副会長】（●●●●●●●）が

退任されてしまいましたので、審議会としての継続性を担保するこ

とが大切と思います。環境基本計画も実践のフェーズに入り、また

レッドデータブックの策定ということも計画され、自然保護対策要

綱の見直しもされるということなので、緑の景観賞の部会や、環境

基本計画策定部会にも関わっておられた【所属団体Ａ】（●●●●
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●●●）の【Ｇ委員】（●●●●●●●●●）がよろしいかと思い

ます。 

 【町長】（土屋 三千夫 町長） 

はい、ありがとうございます。ただいま会長に【Ｇ委員】（●●

●●●●●●●）とのご意見がありましたが、よろしいでしょうか。 

→「異議なし。」との発言あり。委員一同了承。  

 【町長】（土屋 三千夫 町長） 

続きまして、副会長の立候補、推薦をお願いします。  

【Ｆ委員】（●●●●●●●●） 

軽井沢町版レッドデータブックの策定と同じくらいですね、自然

保護対策要綱の見直しも重要ですので、開発業者や建築・建設業者

の方々とも密接に関わりがあります【所属団体Ｂ】（●●●●●）

の【Ｈ委員】（●●●●●●●●）がよろしいかと思います。 

【町長】（土屋 三千夫 町長） 

はい、ありがとうございます。ただいま副会長に【Ｈ委員】（●

●●●●●●●）とのご意見がありましたが、よろしいでしょうか。 

 →「異議なし。」との発言あり。委員一同了承。  

【町長】（土屋 三千夫 町長） 

はい、ありがとうございます。それでは、【Ｇ委員】（●●●●

●●●●●）に会長を、【Ｈ委員】（●●●●●●●●）に副会長

をお願いします。 

 それぞれ、会長席、副会長席へお着きいただき、ごあいさつを    

お願いします。 

 →会長・副会長指定席に移動。  

 【会長】（●●●●●●●●●） 

  改めまして、会長のご指名を賜りました【所属団体Ａ】（●●●

●●●●）の【Ｇ委員】（●●●●●●）と申します。よろしくお

願いいたします。 

自然保護審議会の会長という大役を任され、責任を痛感している  

次第でございます。 

私と自然保護審議会との関わりは、４年前の令和２年からになり  

ますが、この４年の間には、環境基本条例の制定や環境基本計画の

策定が自然保護審議会に諮問されまして、私なりに軽井沢町のこれ

までの歴史と環境を考え、これからどうなっていくべきか、色々な

関係者の皆様とご意見を交わしながら関わらせていただきました。 

いよいよ環境基本計画も実践のフェーズへと入っていきますが、

本審議会の任務となります、軽井沢町の自然環境の保全に関する事  
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項につきましての町長からの諮問に応じまして、色々な関係者の皆

様にもご意見をいただきながら調査・審議していければと思ってお

ります。 

微力ながら軽井沢町の自然環境がより良くなりますよう努力し

てまいりますので、皆様にもお力添えのお願いを申し上げまして、

あいさつとさせていただきます。 

 【副会長】（●●●●●●●●●） 

  改めまして、副会長のご指名を賜りました【所属団体Ｂ】（●●

●●●）の【Ｉ委員】（●●●●●）と申します。 

審議会の副会長という大役を任されて、私もこれまで以上に責任

を痛感しているところでございます。 

会長をサポートしながら軽井沢町の自然環境がまたより良い方

向へ進んでいくよう努力してまいりたいと思いますので、どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。 

【町長】（土屋 三千夫 町長） 

  それでは、自然保護審議会条例第６条第１項により、会長が議長

となりますので、【会長】（●●●●●●●●●）に議事進行をお

願いいたします。 

 

５．議  題  

（１） 軽井沢町自然保護対策優良事業認定部会の部会委員の選任

について 

【会長】（●●●●●●●●●） 

それでは、議題（１）になりますが、軽井沢町自然保護対策優良

事業認定部会の部会委員の選任について、事務局よりお願いしま

す。 

 【事務局Ｂ】（●●●●●●●●） 

  議題（１）について説明いたします。資料の右上に『議題第１号』

と記してございますが、こちらをご覧ください。 

  自然保護対策優良事業認定部会の委員の選任につきましては、自

然保護審議会条例第８条第２項で「部会に属すべき委員及び専門委

員は、会長が指名する。」と規定されておりますので、会長より指

名をいただきたいというものでございます。 

  補足説明になりますが、参考資料１をご覧ください。軽井沢町自

然保護対策優良事業認定部会設置要綱となります。この部会は、第

１条にありますように、自然保護対策優良事業認定制度に係る認定

事業、通称「緑の景観賞」になりますが、こちらの選考につきまし
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て、専門的見地から適切かつ公正なものとするために設けられてい

る部会となります。第４条に規定されていますが、委員は１０人以

内となっておりまして、第１号の「会長が指名した審議会の委員」

をお願いしたいというものでございます。第２号の「町長が任命又

は委嘱した専門委員」は、従前は、【所属団体Ｃ】（●●●●●●

●●●●●●●）元会長の【自然保護対策優良事業認定部会専門委

員Ａ】（●●●●●●）と、建築家、都市デザイナーであり【所属

団体Ｄ】（●●●●●●●）の【自然保護対策優良事業認定部会専

門委員Ｂ】（●●●●●●●）を任命しておりました。ご両名につ

きましても任期が昨年末で満了となっており、新しい期間での任命

はできておりませんが、引き続き任命させていただきたいと考えて

おりますので、審議会からは８人以内で指名をお願いできればと思

います。 

その他の参考図書等といたしましては、資料Ⅱ軽井沢町自然保護

審議会条例となります。この議題（１）の中で関連いたしますのは、

第８条、部会の中の第２項となります。その他につきましては特に

ございません。以上、事務局からの説明とさせていただきます。  

【会長】（●●●●●●●●●） 

  只今、事務局より説明のありました内容について、委員の皆様か

ら何か質問・ご意見等はございますか。 

→ 一同、意見ない旨のリアクションあり。  

【会長】（●●●●●●●●●） 

  自然保護対策優良事業認定部会の委員につきまして、部会設置要

綱では１０人以内で組織するとなっております。これまでは委員の

皆様からの立候補又は推薦をいただき、その上で指名をさせていた

だいていたかと思います。 

今回も同様にさせていただくということで、自薦、他薦を含めま

して、推薦をお願いしてもよろしいでしょうか。 

【Ｆ委員】（●●●●●●●●） 

 前回に引き続きまして委員に立候補します。 

【Ｈ委員】（●●●●●●●●） 

 前回に引き続き私も委員の方に立候補させていただきたいと思

います。 

【Ｊ委員】（●●●●●●●●） 

 今回より初めて参加させていただきますが、今回、こちらの部会

にもし参加させていただけたら立候補させいただきたいと思いま

す。 
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【会長】（●●●●●●●●●） 

 他に自薦とか他薦とかございませんか。 

→ 一同、ない旨のリアクションあり。  

【会長】（●●●●●●●●●） 

はい、そうしましたら、立候補をいただきました３名の方という

ことで、とりあえず進めていきたいと思います。 

 

（２） 軽井沢町環境基本計画見直し検討部会の設置について 

【会長】（●●●●●●●●●） 

それでは、議題（２）になりますが、軽井沢町環境基本計画見直

し検討部会の設置について、事務局よりお願いします。  

【事務局Ｂ】（●●●●●●●●） 

  議題（２）について説明いたします。資料の右上に『議題第２号』

と記してございますが、こちらをご覧ください。 

 軽井沢町環境基本計画見直し検討部会を設置するに当たりまし

て、別紙、資料２－１「軽井沢町環境基本計画見直し検討部会設置

要綱（案）」のとおり要綱を制定したいというものでございます。 

なお、要綱（案）が制定されました際には、資料２－２「軽井沢町

環境基本計画策定等検討部会設置要綱」は廃止にしたいというもの

でございます。 

 補足をさせていただきます。環境基本計画の策定は、令和３年度

から進めてまいり、いよいよ計画期間が令和６年度より始まります。

計画の策定を進めるに当たりましては、資料２－２の設置要綱に基

づき検討部会を設置しておりました。当初、この設置要綱を制定し

た際には、５年後に「中間見直し」を、１０年後には「総体的な見

直し」を図る予定でおり、設置要綱も「策定だけでは終わらない」

としていたことから、「策定“等”検討部会」としておりました。 

今般、策定も一段落し、５年後の「中間見直し」にも向けて動き

出すところではございますが、本日のこの後の議題で新しく２つの

検討部会設置をお諮りさせていただく予定でおります。その検討部

会設置要綱と統一的な設置要綱に改めたいとの思いもありまして、

資料２－１のとおり、環境基本計画の見直しに係る検討部会設置要

綱を新しく制定し、従前の検討部会設置要綱は廃止としたいという

ものでございます。 

 それでは、資料２－１検討部会設置要綱（案）の説明をさせてい

ただきます。第１条の設置でございますが、自然保護審議会条例第

８条の規定に基づき、審議会に環境基本計画見直し検討部会を置く
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というものでございます。第２条は所掌事項になりまして、環境基

本計画の見直しについて調査審議するものでございます。第３条は、

組織になりまして、策定のときと同様に、１０人以内で組織したい

というものでございます。第４条の会議ですが、第１項は、必要が

あるときは、委員以外の者を会議に出席させ、意見を聴くことがで

きるようにするものでございます。第２項は、会議の経過及び結果

を審議会に報告するということを明記したものでございます。第５

条は委任といたしまして、この要綱に定めるもののほか、部会の組

織及び運営に関し必要な事項は、会長が別に定めるというものでご

ざいます。附則としまして、施行日は、新年度の令和６年４月１日

から、この要綱を施行したいというものでございます。  

 その他の参考図書等といたしましては、資料Ⅱ軽井沢町自然保護

審議会条例となり、この中で関連いたしますのも、第８条となりま

す。その他につきましては特にございません。以上、事務局からの

説明とさせていただきます。 

【会長】（●●●●●●●●●） 

  只今、事務局より説明のありました内容について、何か質問・ご

意見等はございますか。 

→ 一同、意見ない旨のリアクションあり。  

【会長】（●●●●●●●●●） 

 それでは、挙手による表決をとらせていただきたいと思います。

原案のとおり、本件について賛成する方は挙手願います。  

→ 賛成委員挙手（全員）。  

【会長】（●●●●●●●●●） 

 全員ですね。念のために、反対の方はいらっしゃらないというこ

とですね。 

→ 一同、反対ない旨のリアクションあり。  

【会長】（●●●●●●●●●） 

それでは全員の賛成ということで本件は承認といたします。  

 

（３） 軽井沢町環境基本計画見直し検討部会の部会委員の選任に

ついて 

【会長】（●●●●●●●●●） 

それでは、議題（３）になりますが、軽井沢町環境基本計画見直

し検討部会の部会委員の選任について、事務局よりお願いします。 

【事務局Ｂ】（●●●●●●●●） 

議題（３）について説明いたします。資料の右上に『議題第３号』
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と記してございますが、こちらをご覧ください。 

環境基本計画見直し検討部会の委員の選任につきましては、議題

（１）と同様、自然保護審議会条例第８条第２項で「部会に属すべ

き委員及び専門委員は、会長が指名する。」と規定されております

ので、会長より指名をいただきたいというものでございます。  

  補足説明になりますが、従前の環境基本計画策定等検討部会は、

審議会からの委員が６名、審議会条例第７条に規定する専門委員が、

【Ｓ委員】（●●●●●●●●）を始め、【環境基本計画策定等検

討部会専門委員Ａ】（●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●）、【環境基本計画策定等検討部会専門委員Ｂ】（●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●）、【環境基本計

画策定等検討部会専門委員Ｃ】（●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●）の４名を任命しておりました。この専

門委員につきましても任期が昨年末で満了となっておりますが、新

しい期間での任命はできておりません。 

環境基本計画につきましては、令和６年４月から令和１５年３月

までの１０年間を計画期間として初めて策定したものとなります。

５年目の令和１０年度で中間見直しを予定しておりますが、毎年度、

計画の施策がスケジュールどおり進捗しているかどうか、また、各

取組の指標等を用いて進捗状況についての点検・評価を行い、計画

の着実な進捗を図ることとしております。この計画の点検・評価を

行っていただくことが中心となるかと思いますが、専門委員は必要

に応じて任命させていただくことといたしまして、まずは審議会か

らの委員の指名を１０人以内でお願いできればと思います。  

その他の参考図書等といたしましては、議題（１）と同じく資料

Ⅱ軽井沢町自然保護審議会条例となり、議題（３）の中で関連いた

しますのも、第８条となります。また、資料２－１は、先程の議題

で承認をいただきました検討部会設置要綱（案）となります。その

他につきましては特にございません。以上、事務局からの説明とさ

せていただきます。 

【会長】（●●●●●●●●●） 

  只今、事務局より説明のありました内容について、何か質問・ご

意見等はございますか。 

→ 一同、意見ない旨のリアクションあり。  

【会長】（●●●●●●●●●） 

  環境基本計画見直し検討部会の委員につきまして、議題（１）と

同様に自然保護審議会の会長が委員を指名する必要があるとのこ
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とですので、先程と同様に自薦、他薦を含めまして、推薦をお願い

したいと思います。 

【Ａ委員】（●●●●●●●●） 

 こちらの基本計画策定部会の方は、私も取り組ませていただいて

いましたので、引き続き、こちらの見直しの部会の方に立候補させ

ていただきます。 

【会長】（●●●●●●●●●） 

他に自薦、他薦とかございませんか。 

→ 一同、自薦・他薦特にない旨のリアクションあり。  

【会長】（●●●●●●●●●） 

まだ枠は９名残っていますけれども、長い時間かけて手を挙げて

いただくのを待っているのもちょっとどうかと思いますので、また

事務局の方から個別に相談がいくと思いますので、そうしましたら

一応【Ａ委員】（●●●●●●●●）にお願いしたいと思います。 

 

（４） 軽井沢町の自然保護対策要綱等改正検討部会の設置につい

て 

【会長】（●●●●●●●●●） 

それでは、議題（４）になりますが、軽井沢町の自然保護対策要

綱等改正検討部会の設置について、事務局よりお願いします。  

【事務局Ｂ】（●●●●●●●●） 

議題（４）について説明いたします。資料の右上に『議題第４号』

と記してございますが、こちらをご覧ください。 

軽井沢町の自然保護対策要綱等改正検討部会を設置するに当た

りまして、別紙、資料４「軽井沢町の自然保護対策要綱等改正検討

部会設置要綱（案）」のとおり要綱を制定したいというものでござ

います。 

  まず初めに参考資料４をご覧ください。これまでも自然保護対

策要綱の見直しや条例化への声はございましたが、近年のホテルや

マンション等のコンクリート建造物に対する開発抑制や用途地域

の見直し、樹木の伐採を代表とする自然環境保全に対しての規制強

化等の声は根強く聴かれているところ、自然保護対策要綱の遵守を

徹底するため、現状の課題や理解が得にくい点などを改めて整理し、

必要に応じた改正を図っていく必要があると考えております。自然

保護対策要綱につきましては、環境課が所管しているものではあり

ますが、多岐に渡って規制や基準が規定されており、それらを集約

したものが自然保護対策要綱となっております。用途地域を見直す
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にしても、都市計画マスタープランや農振農用地の指定との整合性

など、環境課主導だけではどうにもならない問題や、現状の課題や

理解が得にくい点などを見直すにしても、各部署で指導している内

容等と齟齬が生じないようにするため、関係部署が横断的に連携し

て検討する必要があります。そういった経緯から、役場庁内には参

考資料４の左側、水色で囲った部分になりますが、【副町長】（小

池 秀一 副町長）を委員長として関係部署で検討を行うための検

討委員会を立ち上げ検討を行っております。しかしながら、今後、

自然保護対策要綱等の改正を図っていく上で、行政側と、住民や事

業者側の皆様との思いや考え方が真逆の場合もございまして、検討

の段階から『民意』を汲み入れていきたいとも考えております。自

然保護対策要綱等の改正につきましては、この自然保護審議会で審

議をした後、庁内の法規審査委員会を経て、条例であれば議会議決

も経て改正を行っていくことになります。そのため、自然保護審議

会の部会の一つとしまして、参考資料４の右側、大きな枠で囲って

あります『自然保護対策要綱等改正検討部会』を設置し進めてまい

りたいと考えております。この要綱等改正検討部会の構成につきま

しては、次の議題とも関係いたしますが、薄緑で囲った部分になり

ます自然保護審議会の委員の皆様を部会委員として指名させてい

ただき、橙色で囲った部分の専門委員の皆様、それと水色で囲った

役場関係部署とで検討部会として立ち上げたいと思っております。 

  続きまして、資料４をご覧ください。検討部会設置要綱（案）と

なります。第１条の設置でございますが、自然保護審議会条例第８

条の規定に基づき、審議会に自然保護対策要綱等改正検討部会を置

くというものでございます。第２条は所掌事項になりまして、自然

保護対策要綱のほか、同取扱要領、善良なる風俗を維持するための

要綱、その他の自然保護に関する規定の見直しについて調査審議す

るものでございます。第３条は、組織になりまして、４０人以内で

組織したいというものでございます。第４条から附則までは、議題

（２）と同じ内容となります。 

 その他の参考図書等といたしましては、資料Ⅱ軽井沢町自然保護

審議会条例となり、この中で関連いたしますのも、第８条となりま

す。その他につきましては特にございません。以上、事務局からの

説明とさせていただきます。 

【会長】（●●●●●●●●●） 

  只今、事務局から組織体系を中心にご説明がありましたが、内容

について委員の皆様、何かご質問とかご意見ございますか。 
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→ 一同、意見ない旨のリアクションあり。  

 

（５） 軽井沢町の自然保護対策要綱等改正検討部会の部会委員の

選任について 

【会長】（●●●●●●●●●） 

それでは、議題（５）になりますが、要綱等改正検討部会の委員

ですが、これも自然保護審議会の会長が委員を指名する必要がある

ということになっていますが、事務局から示されました参考資料４

には町議会議員の委員の皆様の中から１名、それと１４の各団体な

どから推薦された方や公募された方々、１４名が挙げられていま

す。 

まず町議会議員の方から見ていきたいのですが、町議会議員の皆

様は、先程と同様に、自薦とか他薦を含め含めまして、推薦をお願

いできればと思います。 

【Ａ委員】（●●●●●●●●） 

 委員に立候補します。 

【会長】（●●●●●●●●●） 

  町議会議員の方からは【Ａ委員】（●●●●●●●●）というこ

とですね。はい、わかりました。 

次ですが、先程申し上げた１４名ですけれども、全員を指名させ

ていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

→ 一同、異議ない旨のリアクションあり。  

【会長】（●●●●●●●●●） 

逆にやりたくないので辞退したいという方はいらっしゃいます

か。 

→ 一同、挙手なし。  

【会長】（●●●●●●●●●） 

 きちんと印刷されているので、言い難いかもしれませんけど特に 

お声が聞こえないので、この１４名の方々ということで指名させて

いただきます。 

 

（６） 軽井沢町版レッドデータブック策定検討部会の設置につい

て 

【会長】（●●●●●●●●●） 

それでは、議題（６）になりますが、軽井沢町版レッドデータブ

ック策定検討部会の設置について、事務局よりお願いします。 

【事務局Ｂ】（●●●●●●●●） 
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議題（６）について説明いたします。資料の右上に『議題第６号』

と記してございますが、こちらをご覧ください。 

軽井沢町版レッドデータブック策定検討部会を設置するに当た

りまして、別紙、資料６「軽井沢町版レッドデータブック策定検討

部会設置要綱（案）」のとおり要綱を制定したいというものでござ

います。 

軽井沢町版レッドデータブックにつきましては、軽井沢町におけ

る生物多様性に関する施策の先駆けとして、町域独自の生物多様性

や生態系の課題を把握し、絶滅の危機に瀕している生物種、生態系

を評価・分類し、多様な主体が協働してこれらの種の保全に取り組

むための基盤の一つとして策定を計画しております。レッドデータ

ブックを策定するに当たりましても、自然保護審議会を中心として、

専門家のご意見を伺いながら軽井沢町独自のレッドデータブック

を策定していきたいと思っており、専門の検討部会を立ち上げたい

というものでございます。 

参考資料６－①をご覧ください。レッドデータブック策定全体方

針を先にご説明いたします。資料の右下、スライド№の１をご覧い

ただきたいと思います。まず、レッドデータブックとは、皆さんも

ご存知かと思いますが、レッドリスト、絶滅のおそれがある野生生

物種のリストに掲載されている種の生息状況や絶滅危惧の原因な

どをまとめた解説本となります。長野県下におきましては、長野県

の他、安曇野市、千曲市、白馬村、塩尻市が市町村独自のレッドデ

ータブックをまとめています。次のページをお開きください。スラ

イド№２は「国等のレッドデータブック策定の経緯」をまとめたも

のとなりますので、後程ご覧いただければと思います。スライド№

３になりますが、「なぜ今、軽井沢町にレッドデータブックが必要

か」ということでございますが、軽井沢町の自然環境を守り、持続

可能な地域社会を築いていくことを目的として、令和６年度からを

計画期間として、本年度、環境基本計画を策定しました。環境基本

計画の施策・事業の一部となりますが、「子どもたちへの環境教育

の取り組み」・「生物多様性の保全と向上に向けた取組み」といっ

たことを実施するためにレッドデータブックが必要であると考え

ております。レッドデータブックを活用し、施策・事業を展開して

いくことで環境基本計画の目的も達成できるといった循環が生ま

れてくると考えております。次のページをお開きください。スライ

ド№４、レッドデータブック策定の進め方になります。１点目とし

まして、レッドデータブック策定後の活用イメージを見据えること
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が重要と考えております。その上で、大枠では２点目から６点目に

記載のような順序で進めていきたいと考えております。スライド№

５のレッドデータブックの具体的な活用方法ですが、環境問題に対

する正しい理解や知識が重要であることから、「環境教育のための

教材」や、軽井沢町に関わる全ての人たちがレッドデータブックか

ら正しい理解と知識を得ていただき、絶滅のおそれがある野生生物

の保全に努めていただくための「保全活動のための資料」とすると

いった活用が見込まれます。次のページをお開きください。スライ

ド№６、レッドデータブック策定までのスケジュールですが、令和

６年度早々に検討部会を立ち上げまして活動を開始したいと考え

ております。具体的には、行政だけでは生物に関する知見、ノウハ

ウが不足していることから、業務委託による専門業者の支援は必要

不可欠でもあります。その専門業者を決定するためのプロポーザル

仕様書に盛り込むべき内容や、調査対象種や調査範囲、調査方法等

の検討をまずは行ってまいりたいと考えております。その上で、令

和７年度からは専門業者の支援を受けながら令和９年度までにレ

ッドデータブックとしてまとめていきたいと考えております。  

続きまして、参考資料６－②をご覧ください。レッドデータブッ

ク策定検討部会の構成（案）となります。次の議題とも関係いたし

ますが、薄緑で囲った部分になります自然保護審議会の委員の中か

ら部会委員を指名させていただき、橙色で囲った部分の専門委員の

皆様につきましては、あくまで事務局で現在考えている素案でござ

いますが、それと水色で囲った役場関係部署とで検討部会を立ち上

げたいと思っております。 

続きまして、資料６をご覧ください。検討部会設置要綱（案）と

なります。第１条の設置でございますが、自然保護審議会条例第８

条の規定に基づき、審議会にレッドデータブック策定検討部会を置

くというものでございます。第２条は所掌事項になりまして、軽井

沢町におけるレッドデータブックの策定について調査審議するも

のでございます。第３条は、組織になりまして、２０人以内で組織

したいというものでございます。第４条から附則までは、議題（２）、

議題（４）と同じ内容となります。 

その他の参考図書等といたしましては、資料Ⅱ軽井沢町自然保護

審議会条例となり、この中で関連いたしますのも、第８条となりま

す。その他につきましては特にございません。以上、事務局からの

説明とさせていただきます。 

【会長】（●●●●●●●●●） 
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  只今、事務局より説明のありました内容について、委員の皆様か

ら何か質問・ご意見等はございますか。 

→ 一同、意見ない旨のリアクションあり。  

【会長】（●●●●●●●●●） 

 それでは、挙手による表決をとらせていただきます。原案のとお

り、本件について賛成する方は挙手願います。 

→ 賛成委員挙手（全員）。  

【会長】（●●●●●●●●●） 

全員ですね。 

はい、そうしましたら、念のために反対意見はないということで

よろしいですよね。 

→ 一同、異議ない旨のリアクションあり。  

【会長】（●●●●●●●●●） 

はい、それでは全員賛成ということで本件は承認といたします。  

 

（７） 軽井沢町版レッドデータブック策定検討部会の部会委員の

選任について 

【会長】（●●●●●●●●●） 

それでは、議題（７）になりますが、軽井沢町版レッドデータブ

ック策定検討部会の部会委員の選任について、事務局よりお願いし

ます。 

【事務局Ｂ】（●●●●●●●●） 

議題（７）について説明いたします。資料の右上に『議題第７号』

と記してございますが、こちらをご覧ください。 

議題（６）におきまして、検討部会の設置につきましてご説明を

させていただきましたが、こちらにつきましても検討部会の設置要

綱が正式に制定されまして、新年度に要綱として施行できた際には、

すぐに検討部会として動き出せますよう、事前に審議会委員からの

部会委員の選任をしておいていただきたく、会長に指名をお願いさ

せていただくものでございます。 

  補足説明になりますが、先程説明いたしました資料６、レッドデ

ータブック策定等検討部会設置要綱（案）をご覧ください。第３条

に規定されていますが、委員は２０人以内となっておりまして、審

議会条例第８条第２項に規定する「部会に属すべき委員」をお願い

したいというものでございます。審議会条例第７条に規定する「専

門委員」は、別途、定数以内で調整をさせていただきたいと思いま

す。 
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まずは、参考資料６の中の薄緑で囲った部分の、審議会からの委

員の指名をお願いできればと思います。 

その他の参考図書等といたしましては、先程と同じく資料Ⅱ軽井

沢町自然保護審議会条例となり、この中で関連いたしますのも、第

８条、部会の中の第２項となります。その他につきましては特にご

ざいません。以上、事務局からの説明とさせていただきます。  

【会長】（●●●●●●●●●） 

  只今、事務局より説明のありました内容について、委員の皆様か

ら何か質問・ご意見等はございますか。 

→ 一同、意見ない旨のリアクションあり。  

【会長】（●●●●●●●●●） 

  軽井沢町版レッドデータブック策定等検討部会の委員につきま

して、これまでと同様に自然保護審議会の会長が委員を指名する必

要があるとのことです。 

事務局から示されました参考資料６－②では、町議会議員の委員

の皆様の中から１名、それと各団体等から推薦された方や公募され

た方々から８名となっております。 

町議会議員の方から決められればと思っておりますが、町議会議

員の皆様から、同様に自薦、他薦を含めましての推薦をお願いした

いと思います。 

【Ｃ委員】（●●●●●●●●●） 

 議員間で話し合いますので、先に他の委員を決めてください。 

【会長】（●●●●●●●●●） 

 はい、わかりました。それではですね、各団体から推薦された委

員の皆様とそれから公募委員ですね、計１４名ですけれども、そこ

から自薦、他薦を含めまして８名まで推薦をお願いできればと思い

ます。 

【Ｅ委員】（●●●●●●●●） 

 委員に立候補させていただきたいと思います。 

【会長】（●●●●●●●●●） 

 【Ｅ委員】（●●●●●●●●）の方から立候補がございました。

他にございますか。 

【Ｑ委員】（●●●●●●●●） 

 こちらの部会の方、やりたいと思います。 

【会長】（●●●●●●●●●） 

 【Ｑ委員】（●●●●●●●●）から立候補がありました。他は

いかがですか。 
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【Ｒ委員】（●●●●●●●●） 

 立候補させていただければと思います。 

【会長】（●●●●●●●●●） 

  【Ｒ委員】（●●●●●●●●）から立候補されました。 

今、３名の方ですね。 

他に１４名の審議会の委員の方ですけれども、自薦や他薦がござ

いますか。 

そうしましたら、立候補いただいたのは【Ｅ委員】（●●●●●

●●●）と、【Ｑ委員】（●●●●●●●●）と、【Ｒ委員】（●

●●●●●●●）で、この３名の方は、レッドデータブック策定等

検討部会の委員に指名させていただきます。 

それで残りの枠がございますけれども、事務局の方からご連絡が

行くかと思いますので、そのときはよろしくお願いいたします。 

それでは町議会議員さんの方はいかがですか。 

 【Ａ委員】（●●●●●●●●） 

  今のレッドデータブックの検討部会、【Ａ委員】（●●●●●●

●●）が立候補いたします。 

  ２番目にありました基本計画の見直し、こちらを振り替えさせて

いただいてもよろしいでしょうか。 

【会長】（●●●●●●●●●） 

  よろしいですよね。 

→ 一同、異議ない旨のリアクションあり。  

【Ｂ委員】（●●●●●●●●●） 

  【Ｃ委員】（●●●●●●●●●）をお願いします。 

【会長】（●●●●●●●●●） 

  レッドデータブックの部会委員のですが、議員さんの方からは

【Ａ委員】（●●●●●●●●）ということで、議題の（３）の環

境基本計画見直しの方ですが、【Ｃ委員】（●●●●●●●●●）

に変更したいということですね。それを承認するということでよろ

しいですね。 

→ 一同、異議ない旨のリアクションあり。  

 

（８） その他 

【会長】（●●●●●●●●●） 

それでは、一応ここにある議題は全部終わりました。最後の議題そ

の他になりますが、何か事務局からございますか。  

【事務局Ａ】（●●●●●●） 
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レッドデータブックに関係するのですけども、参考資料６－②のと

ころで、自然保護審議会第７条第１項に規定の専門委員の中で、【軽

井沢町版レッドデータブック策定検討部会専門委員Ａ】（●●●●

●）ですが、来年度、町の方でレッドデータブック策定というもの

があり、この方を来年度から植生学の専門の人材として、非常勤で

すが雇用をすることとなっております。この方につきましては、大

学で環境、或いは自然学などの修士課程を修了した農学博士であり

まして、官民におきまして植物担当専門研究員として調査解析の研

究を積まれてきております。学生向けの講義や講演会の講師など、

自然観察に関するガイドなども務められている方でございます。先

に行われました長野県版のレッドデータブック改訂委員の、植物専

門部会の方も経験されている人材でございます。この専門人材を活

用しまして、開発時の伐採、或いは植栽の指導、それから相談、樹

木の更新の指導ができる体制を整えていきたいと考えておりまし

て、環境基本計画の具現化、或いは自然環境の保全と再生、それか

ら町並みの保全を進めていくための人材というふうに活用したい

と思っております。環境課職員でも樹木に関する伐採や分譲の計画、

新規店舗のオープンなど、一応注視はしておりますが、こういった

形で専門人材を活用して、伐採等の指導も今後やっていきたいとい

うふうに考えております。一番は、樹木の更新について、的確なア

ドバイスをいただきたいと考えております。民間にお勤めですので、

日数的には限られてしまうのですが、何とか専門人材を活用して、

今後もそういった形を進めたいというふうに思っております。  

一応規定で３００㎡以上の伐採については届け出となっている

のですが、それに満たないような樹木の伐採というのがあるのです

が、手続きしたものについては自然保護対策要綱の遵守率１００％

というようなことは言ってはいるのですけれども、それに満たない

ような伐採等も町内だいぶ見受けられておりまして、皆様の方でも

「ここの場所を伐採しているのだけれども、広く伐採しているがど

うだろう」というものを見掛けましたら、事務局の方にも教えてい

ただきたいと思っていますし、職員の方でも外に出たときは見回り

をしておりますが、町内広い部分がありまして、私達も見つけられ

ない部分もありますので、皆様、これと思ったものにつきましては、

事務局の方に情報をお寄せいただければと思います。よろしくお願

いします。 

【町長】（土屋 三千夫 町長） 

 私の方から補足させていただきます。今、【事務局Ａ】（●●●
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●●●）が申し上げましたとおり、植生学の専門家を入れて本格的

に４月から動くわけですけれども、自然保護対策要綱の遵守率１０

０％というのは公式の数字で、実際１００％なんかないよと思われ

ている方も多いと思うのですけれども、今、ご説明したように３０

０㎡未満ですと申請が上がってこないのです。上がってきたものの

許可レベルでは１００％という意味です。ただ、それが本当にその

とおりになっているのかというところがどうかというところがあ

りますので、今、【事務局Ａ】（●●●●●●）が申し上げた「パ

トロール」ではないですけれども、そういう形で、町側も見回ると

いうかですね、「今までやれてないものをやろう」というような意

味で、今、ご説明したわけです。それに合わせて、３００㎡以下で

も、そういうような状況があれば教えていただければ、確認すると

かですね、『実態としての遵守率を上げていくことに取り組む』と

いうのが今のメッセージです。 

以上、補足いたしました。 

【会長】（●●●●●●●●●） 

どうも【町長】（土屋 三千夫 町長）ありがとうございました。

専門家の登用とそれから町のパトロール、実態としての遵守率を上

げていくという環境課のメッセージはすばらしいことです。  

委員の皆様から何かご意見とかありますか。 

 【Ｅ委員】（●●●●●●●●） 

  ２点あるのですけれど、今の件について、伐採ではなくて、『客

土』についても、パトロールの対象になるのでしょうか。土の中に

は埋まっている植物の種等は沢山あって、土壌というのはすごく大

切なものなので、ただ木を切ったらいけないっていうことではなく

て、土を大切にするような自然保護をしていった方が良いと思いま

すので、この点はどうでしょうか。 

【事務局Ａ】（●●●●●●） 

 【Ｅ委員】（●●●●●●●●）がいつも言っているようなこと

だと思います。そういったものも含めまして、今度の専門の人材は、

多分そういったことも研究されているので活用できる、具体的には

これから何をやっていくという部分もありますが、他の方も「土を

大切しなければいけない」ということを、環境基本計画を策定して

いる中でも言われた部分もありますので、そういったことも注視し

ながら今後やっていきたいというふうに思っております。  

補足ですが、今度入る人材は『植生学』ですので、植物のそうい

った部分も含めた専門人材ですので、そういった部分でも人材を活
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用していきたいというふうに思っております。以上です。 

【Ｅ委員】（●●●●●●●●） 

 今度の審議会はかなりメンバーチェンジしましたけど、以前のメ

ンバーで、馬取山田の件について、すごく長い時間かけて話し合い

をしてきたわけです。この前の審議会は１１月２７日だったのです

けれど、１１月２２日に県の方から環境調査の結果を私は受け取っ

て、他の人はほとんど、議会の方は受け取ったらしいのですけれど、

メンバーとしては、その調査結果を読んでいない人がほとんどなわ

けです。レッドデータブックを作るということもありますので、ぜ

ひ、この環境調査について報告会を、佐久地域振興局がやってくれ

ると言っているので、ぜひ、お呼びして、どういう調査結果だった

のかということの説明を受けるチャンスをいただけないかと思っ

ております。環境基本計画の中でも住民参加ということがすごく謳

われているのに、８００万円も掛けた調査結果を、住民に公表、ホ

ームページで公表されていますけれど、実物は佐久地域振興局に行

かないと読めないわけです。ですから、せめて審議会のメンバーの

方にはちゃんとそれを知っていただけるように、そういう機会をぜ

ひ設けていただきたいと思います。 

【事務局Ａ】（●●●●●●） 

 その調査結果ですけれども、今日、振興局の方は来られているの

ですが、部署が違いまして、この馬取山田地区担当するのは観光経

済課ですが、観光経済課同席しておりませんので、この調査結果に

ついては、今後、レッドデータブックにも生かしていける部分もあ

ると思いますので、観光経済課と調整しなければいけないので、そ

ういった形ができるのかどうかは持ち帰らせていただいて、調査結

果を参考に、こちらにもいただけるかどうか、まだその辺の調整を

含めた部分もありますけれども、観光経済課と調整、或いは地域振

興局の農地整備課だと思うのですが、そちらの方とも調整しながら、

そういった説明をいただけるかどうか、その辺は事務局の方で調整

させていただきたいと思います。 

【Ｅ委員】（●●●●●●●●） 

 農地整備課はやってくれると言っています。 

【Ｏ委員】（●●●●●●●●） 

そうであれば大丈夫だと思いますが。 

 【町長】（土屋 三千夫 町長） 

  正式な答えかどうかわからないですよ。 

【事務局Ａ】（●●●●●●） 
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 事務局の方で観光経済課と話しをして、せっかくレッドデータ

ブックもありますので、そういった中で、馬取地区というのはこ

うですというものが説明いただけるかどうか、そういった資料提

供がどうなのかと、調整させていただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いします。 

【Ｅ委員】（●●●●●●●●） 

 ぜひよろしくお願いします。 

【会長】（●●●●●●●●●） 

 観光経済課と調整していただけるということですね。それでは、

他に何かご意見ありますか。 

【Ｏ委員】（●●●●●●●●） 

 参考資料４や参考資料６－②で、それぞれの検討の組織体系と

いうのが、審議会メンバー分は諮られたと思うのですが、専門委

員の方、右下の部分、これは、これから声掛けを町長さんがされ

ていくということになると思うのですが、そういうことでよろし

いですかね。 

そのような中で、レッドデータブックの方に、【所属団体Ｅ】

（●●●●●●●●●●）の職員というふうに入っていますが、

ここら辺はぜひ大切だと思いまして、というのは、『長野県版の

レッドリスト』と何回かお言葉をいただいたと思うのですが、ち

ょうど県が改定のスケジュールに当たっていまして、長野県も１

０年経っていまして、令和５年度に委員会を設置しました。６年

度から文献や現地調査等、データ収集が６年度から始まります。

８年度に県版のレッドリストの発行というのを予定していて、ち

ょうど県の作業が、町のことに参考になると思いますので、ぜひ、

それを有効活用していただくのが良いかなと、その繋ぎ目という

のが、【所属団体Ｅ】（●●●●●●●●●●）の職員になると思

いますので、ぜひ、指名といいますか、確実に引っ張って来られ

るように、こちらからも必要があれば声掛けをしたいと思います

のでよろしくお願いします。 

【事務局Ａ】（●●●●●●） 

 ぜひ、よろしくお願いします。町も同じ地区を調査するのであれ

ば、そういうのが有効的だと思いますし、昨年末に環境省の長野事

務所に違う用事で行ったときにも、環境省の方は、浅間山の下のと

ころでシカの調査の関係で調査をやっているようで、そういう資料

も必要であればという話もいただいておりますので、関係機関、せ

っかく同じ地域でやるものを有効的に使った方が良いと思います
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ので、ぜひ、【Ｏ委員】（●●●●●●●●）の方からもプッシュ

をよろしくお願いしたいと思います。 

【会長】（●●●●●●●●●） 

 【Ｏ委員】（●●●●●●●●）からも、最初の方をちらっとお

っしゃっていたことですけれど、この専門委員はもう了解は取られ

たという感じですか。要綱の改正検討の場合もそうですが。 

【事務局Ｂ】（●●●●●●●●） 

 自然保護対策要綱の改正の専門委員につきましては、まだ個別に、

具体的にお声掛けさせてもらっているというところはございませ

ん。 

レッドデータブックの方は、【所属団体Ｅ】（●●●●●●●●

●●）も含めまして、少しずつ下話をさせていただいているところ

です。本日、それぞれの設置要綱をお認めいただけましたので、４

月１日から施行という形になりますので、４月１日になったところ

で、また関係する方々にすぐお声掛けできるような形で、水面下で

は動かせていただきたいというふうに思っております。以上です。 

【会長】（●●●●●●●●●） 

ありがとうございました。 

他に何かご意見とかございますか。 

→ 一同、意見ない旨のリアクションあり。  

【会長】（●●●●●●●●●） 

そうしましたら、本日の議事の議事は終了しましたので、進行を

事務局にお返ししたいと思います。 

 

６．閉  会  

【事務局Ａ】（●●●●●●） 

  会長、議事進行ありがとうございました。 

それでは長時間にわたりまして慎重審議をいただきありがとう

ございました。以上をもちまして、軽井沢町自然保護審議会を終了

いたします。ありがとうございました。 

以上。 

 


